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雪どけが進み、柔らかな春の日差しが降る注ぐ季節となりました。子どもたちの明る

い笑顔や元気な声がいっぱいの１年でした。 

 

３月１５日(金)には、第５９回卒業証書授与式を挙行いたしました。今年度も全学年

が卒業証書授与式に参加し、６年生の卒業をお祝いしました。在校生、ご来賓、保護者

の皆様が温かく見守る中、３５名の卒業生一人一人に卒業証書を手渡しました。 

卒業生はもちろんのこと、参加した在校生も姿勢よく立派な態度で臨み、６年生の「最

後の授業」にふさわしい、感動的な式となりました。卒業生には、これからの中学校生活

において、自分の目標をしっかりもって、仲間と助け合って自分を鍛え高める努力を積み

重ねてほしいと願っています。 

また、本日３月２２日)は修了式です。本日をもちまして、本年度の教育活動を終える

ことになります。子どもたちは、たくさんの友達や教職員とともに、一人一人が自分らし

さを発揮して、「あたま・こころ・からだ」をしっかりと鍛え、健やかに成長しました。

子どもたちの努力に大きな拍手を送ります。 

６年生は１６日から、１～５年生は明日から春休みが始まります。春休みは、６年生に

とっては小学生から中学生に替わる「節目」と言えます。そして、１年生から５年生にと

っては学年と学年をつなぐ「節目」となります。春休みを単なる通過点にするのではなく、

自分の成長を確認するとともに、次への課題を見付ける春休みにしてほしいものです。 

 

最後になりましたが、この 1 年間、保護者・地域の皆様には PTA 活動をはじめ、登下

校の交通指導や子どもの健全育成のための活動に、大きなお力添えをいただきました。そ

の一つ一つが子どもたちの成長の糧になっていると実感しております。皆様のご支援・ご

協力に、教職員一同、心より感謝申し上げます。来年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

あたま・こころ・からだを鍛えました 


